







































































































































































































































































































32 リブラは当時で言えば馬１頭に換算される。（Georges Duby, William Marshall, 
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ブルターニュの名前。トリスタンの第一の敵役がこの名前になっているのはトマ
系の作品だけで、それ以前の物語ではやはりブルターニュの名前から変形したア
ンドレという名前になっている。（ゴットフリート・フォン・シュトラースブルク
『トリスタンとイゾルデ』、石川敬三訳、1977 年、郁文堂、230 ページ。）
歴史的には、マーガレットは事件の２、３ヶ月後に事実上離縁され、兄弟によっ
て今度はハンガリーに嫁がされている。（Duby, op.cit., p.50.）
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